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　　「学
まな

ぶ」ということ

　記
き

者
しゃ

の仕
し

事
ごと

で大
たい

切
せつ

なことの一
ひと

つは、分
わ

からないことを人
ひと

に聞
き

くこと。勇
ゆう

気
き

がいることかもしれな

い。そこを「えいっ」と飛
と

び越
こ

え「分
わ

からないので教
おし

えてください」「これを見
み

て、どう感
かん

じましたか」

と聞
き

いてみる。そうすると、「こういう見
み

方
かた

があるんだ」「なるほど、こういうことだったのか」と

いう感
かん

動
どう

と出
で

会
あ

うことができる。この出
で

会
あ

いがもたらすものは、「世
よ

の中
なか

には自
じ

分
ぶん

の知
し

らないことが

たくさんある」ことを思
おも

い知
し

らされること。だから、もっと知
し

りたくなるし、もっと聞
き

きたくなるし、

時
とき

に自
じ

分
ぶん

が情
なさ

けなくなる。世
せ

界
かい

の大
おお

きさに触
ふ

れることができる「びとこま」の活
かつ

動
どう

は、子
こ

供
ども

たちにとっ

て大
おお

きな学
まな

びとなるはずだ。

　まっすぐな感
かん

性
せい

で書
か

かれた記
き

事
じ

はまた、「びとこま」読
どく

者
しゃ

に「こういう見
み

方
かた

がある

んだ」という新
あたら

しい視
し

点
てん

を与
あた

えるだろう。子
こ

供
ども

と大
おと

人
な

、学
まな

ぶ側
がわ

と教
おし

える側
がわ

、相
そう

互
ご

の

豊
ゆた

かな感
かん

性
せい

の交
こう

流
りゅう

の先
さき

に、たくさんの喜
よろこ

びが生
う

まれることだろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　紙の街の小さな新聞社ひらく　記者　山田　香織

　今
こん

年
ねん

度
ど

、新
あたら

しいメンバーも加
くわ

わって初
はじ

めての発
はっ

行
こう

です。初
はじ

めてのメンバーといってもすでにみん

なびとこまのエース記
き

者
しゃ

です。ゆっくり時
じ

間
かん

をか

けて、じっくりと作
さく

品
ひん

を見
み

るのが特
とく

徴
ちょう

的
てき

で、こ

れは簡
かん

単
たん

なようでなかなか難
むずか

しいこと。じっくり

見
み

ている間
あいだ

は頭
あたま

の中もフル回
かい

転
てん

しているようで、

鑑
かん

賞
しょう

後
ご

の記
き

事
じ

にまとめるスピードには驚
おどろ

くばか

りです。

　いろいろな作
さく

品
ひん

や活
かつ

動
どう

に興
きょう

味
み

を持
も

ち、またそれ

が別
べつ

の興
きょう

味
み

につながっていく。いまが未
み

来
らい

につな

がっていくような記
き

者
しゃ

たちの笑
え

顔
がお

や真
しん

剣
けん

な眼
まな

差
ざ

し

が美
び

術
じゅつ

博
はく

物
ぶつ

館
かん

の魅
み

力
りょく

とともに読
どく

者
しゃ

にも伝
つた

わるよう

な紙
し

面
めん

をお届
とど

けします。

藤沢　レオ
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廣田良二蝶本コレクション

　苫
とま

小
こ

牧
まい

の産
さん

業
ぎょう

史
し

の重
じゅう

要
よう

なひと幕
まく

が盛
も

り込
こ

まれた『風
かぜ

の生
しょう

涯
がい

』は、1998 年
ねん

から 2002 年
ねん

にかけて日
に

本
ほん

経
けい

済
ざい

新
しん

聞
ぶん

で連
れん

載
さい

された辻
つじ

井
い

喬
たかし

（1927-2013）の小
しょう

説
せつ

です。主
しゅ

人
じん

公
こう

のモデルと

なった企
き

業
ぎょう

家
か

・水
みず

野
の

成
しげ

夫
お

（1899-1972）は、昭
しょう

和
わ

の経
けい

済
ざい

界
かい

をリードした有
ゆう

名
めい

人
じん

。彼
かれ

の友
ゆう

人
じん

で同
おな

じく企
き

業
ぎょう

家
か

の南
みなみ

喜
き

一
いち

（1893-1970）と協
きょう

力
りょく

し、大
だい

日
に

本
ほん

再
さい

生
せい

製
せい

紙
し

株
かぶ

式
しき

会
かい

社
しゃ

の工
こう

場
じょう

を苫
とま

小
こ

牧
まい

市
し

内
ない

南
なん

東
とう

部
ぶ

に位
い

置
ち

する「勇
ゆう

払
ふつ

」に設
せつ

立
りつ

する場
ば

面
めん

は、物
もの

語
がたり

の見
み

どころであり鍵
かぎ

となりま

す。展
てん

覧
らん

会
かい

では挿
さし

絵
え

のほかにも、苫
とま

小
こ

牧
まい

の工
こう

業
ぎょう

都
と

市
し

としての礎
いしずえ

を築
きず

いた登
とう

場
じょう

人
じん

物
ぶつ

の肖
しょう

像
ぞう

彫
ちょう

刻
こく

をはじめ、映
えい

像
ぞう

、写
しゃ

真
しん

、手
て

紙
がみ

、書
しょ

なども紹
しょう

介
かい

することで、歴
れき

史
し

、文
ぶん

学
がく

、芸
げい

術
じゅつ

の側
そく

面
めん

からその発
はっ

展
てん

のありように焦
しょう

点
てん

を当
あ

てています。

主任学芸員　細矢　久人

　蝶
ちょう

には「シジミ」「チョウ」「ヒョウモン」「ムラサキ」「ヒカゲ」などの言
こと

葉
ば

で終
おわ

る名
な

前
まえ

が大
たい

半
はん

を占
し

めていた。小
ちい

さいのから大
おお

きいものまでいる。約
やく

1 ｃｍ～ 7 ｃｍぐらいだ。色
いろ

も黒
くろ

、黄
き

色
いろ

など多
た

様
よう

な蝶
ちょう

がいる。同
おな

じ種
しゅ

類
るい

でも、色
いろ

や形
かたち

などが全
すべ

て同
おな

じではやはりなく、それぞれに個
こ

性
せい

があった。

（小川さくら）

2018年4月28日～ 7月1日

多
た

様
よう

な蝶
ちょう

、それぞれに個
こ

性
せい

3

企画展「『風の生涯』と勇払」
2018年４月28日～７月１日

　10 ～ 20 年
ねん

ぐらい前
まえ

に日
に

本
ほん

経
けい

済
ざい

新
しん

聞
ぶん

に掲
けい

載
さい

さ

れていた小
しょう

説
せつ

。辻
つじ

井
い

喬
たかし

作
さく

、酒
さか

井
い

信
のぶ

義
よし

がさし絵
え

を描
えが

いている。水
みず

野
の

成
しげ

夫
お

さんが主
しゅ

人
じん

公
こう

で、昭
しょう

和
わ

の当
とう

時
じ

の経
けい

済
ざい

状
じょう

況
きょう

がわかるような話
はなし

だ。

　この展
てん

覧
らん

会
かい

では、酒
さか

井
い

信
のぶ

義
よし

さんの作
さく

品
ひん

を展
てん

示
じ

している。《野
の

の花
はな

》という作
さく

品
ひん

は、油
あぶら

絵
え

で、

下
した

から見
み

るときらきらして見
み

えた。酒
さか

井
い

さん

の絵
え

ははっきりとは描
えが

かず、見
み

る人
ひと

に想
そう

像
ぞう

さ

せるような絵
え

であった。私
わたし

の特
とく

に好
す

きな絵
え

は、

《噴
ふん

水
すい

》という作
さく

品
ひん

。灰
はい

色
いろ

の紙
かみ

に白
しろ

い細
ほそ

い線
せん

で

正
せい

確
かく

に描
えが

いていた。赤
あか

茶
ちゃ

の線
せん

もまじっていて、

とてもすてきだった。

（小川さくら）

「風
かぜ

の生
しょう

涯
がい

」って？
見
み

る人
ひと

に想
そう

像
ぞう

させる—

　　　　酒
さか

井
い

信
のぶ

義
よし

さんの作
さく

品
ひん

「勇
ゆう

払
ふつ

だとすぐ分
わ

かる」
　《野

の

の花
はな

》という作
さく

品
ひん

は、油
ゆ

彩
さい

である。主
おも

にむらさき色
いろ

が使
し

用
よう

されている。他
ほか

には、黄
き

緑
みどり

、赤
あか

、クリーム色
いろ

など。

　他
ほか

の作
さく

品
ひん

では、月
つき

の描
えが

き方
かた

に特
とく

徴
ちょう

があるも

のがあった。月
つき

の部
ぶ

分
ぶん

をのこして描
えが

いている。

波
なみ

は、光
ひかり

を表
あらわ

すために白
しろ

い部
ぶ

分
ぶん

があった。あ

る一
ひと

人
り

に取
しゅ

材
ざい

した。「子
こ

どもが興
きょう

味
み

があると

言
い

っていたので来
き

ました。勇
ゆう

払
ふつ

の風
ふう

景
けい

とすぐ

分
わ

かります。」と話
はな

していた。

（綿貫　里咲）
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『歌
うた

川
がわ

広
ひろ

重
しげ

　二
ふた

つの東
とう

海
かい

道
どう

五
ご

拾
じゅう

三
さん

次
つぎ

　　　　　　　　　　保
ほ

永
えい

堂
どう

版
ばん

と丸
まる

清
せい

版
ばん

』

2018年7月14日～9月17日

　浮
うき

世
よ

絵
え

とは江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の庶
しょ

民
みん

が見
み

て楽
たの

しんだ版
はん

画
が

で、現
げん

在
ざい

の月
げっ

刊
かん

誌
し

などに例
たと

え

られます。広
ひろ

重
しげ

は、もともと武
ぶ

士
し

の出
しゅっ

身
しん

でしたが、15 歳
さい

で歌
うた

川
がわ

豊
とよ

広
ひろ

に弟
で

子
し

入
い

りします。デビューしてから長
なが

い間
あいだ

ヒット作
さく

に恵
めぐ

まれませんでしたが、37 歳
さい

の年
とし

に出
しゅっ

版
ぱん

した「保
ほ

栄
えい

堂
どう

版
ばん

東
とう

海
かい

道
どう

五
ご

十
じゅう

三
さん

次
つぎ

」は江
え

戸
ど

っ子
こ

の間
あいだ

で大
だい

人
にん

気
き

となり、

一
いち

躍
やく

人
にん

気
き

絵
え

師
し

となりました。作
さく

品
ひん

は 53 の宿
しゅく

場
ば

町
まち

とスタートの日
に

本
ほん

橋
ばし

、ゴール

の京
きょう

都
と

を描
えが

いています。一
いっ

方
ぽう

、丸
まる

清
せい

版
ばん

は 50 代
だい

の広
ひろ

重
しげ

が描
えが

いた東
とう

海
かい

道
どう

五
ご

拾
じゅう

三
さん

次
つぎ

です。２つの作
さく

品
ひん

の制
せい

作
さく

にはおよそ 16 年
ねん

の開
ひら

きがあり、同
おな

じ

宿
しゅく

場
ば

を描
えが

いても関
かん

心
しん

が変
か

わってきているふたつの作
さく

品
ひん

を比
ひ

較
かく

す

ることができます。また、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の旅
たび

の様
よう

子
す

や当
とう

時
じ

の服
ふく

装
そう

、

習
しゅう

慣
かん

などが絵
え

を通
とお

して知
し

ることができます。

　　　　　　　　　　　　　　　　主査（学芸員）武田　正哉　

浮
うき

世
よ

絵
え

ってどんな絵
え

？

　歌
うた

川
がわ

広
ひろ

重
しげ

は、「広
ひろ

重
しげ

ブルー」とよばれる青
あお

色
いろ

を、水
みず

の色
いろ

などに使
つか

っている。細
こま

かい部
ぶ

分
ぶん

まで色
いろ

をつけている。雨
あめ

は黒
くろ

い線
せん

や白
しろ

い

線
せん

で表
あらわ

している。草
くさ

は「ｙ」で表
あらわ

している。

水
みず

の色
いろ

は、灰
はい

色
いろ

を使
つか

い、明
めい

暗
あん

を表
あらわ

している。

（綿貫　里咲）

歌
うた

川
がわ

広
ひろ

重
しげ

の絵
え

の描
えが

き方
かた

　広
ひろ

重
しげ

マークは、カタカナの「ヒ」と「ロ」を

組み合わせて「　　」。これを「広
ひろ

重
しげ

マーク」

という。色
いろ

々
いろ

な作
さく

品
ひん

にかくされている。

（綿貫　里咲）

広
ひろ

重
しげ

マーク

　歌
うた

川
がわ

広
ひろ

重
しげ

の東
とう

海
かい

道
どう

五
ご

十
じゅう

三
さん

次
つぎ

は、浮
うき

世
よ

絵
え

です。浮
うき

世
よ

絵
え

は、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の普
ふ

段
だん

の生
せい

活
かつ

を描
えが

いたものです。五
ご

十
じゅう

三
さん

次
つぎ

とは、「ごじゅう

さんつぎ」と読
よ

みます。なぜ五
ご

十
じゅう

三
さん

なのかというと、江
え

戸
ど

（東
とう

京
きょう

）から京
きょう

都
と

にいたるまでの道
みち

のりに五
ご

十
じゅう

三
さん

ヶ
か

所
しょ

の宿
やど

のある町
まち

が

あったからだそうです。この東
とう

海
かい

道
どう

五
ご

十
じゅう

三
さん

次
つぎ

には、その五
ご

十
じゅう

三
さん

ヶ
か

所
しょ

の宿
しゅく

場
ば

町
まち

の様
よう

子
す

や風
ふう

景
けい

が描
えが

かれています。

　東
とう

海
かい

道
どう

五
ご

十
じゅう

三
さん

次
つぎ

は、川
かわ

、湖
みずうみ

、木
き

、山
やま

、地
じ

面
めん

、建
たて

物
もの

の様
よう

子
す

や特
とく

産
さん

物
ぶつ

などは、現
げん

代
だい

の様
よう

子
す

と比
ひ

較
かく

してもあまり変
か

わりません。見
み

所
どころ

である富
ふ

士
じ

山
さん

は、写
しゃ

真
しん

で見
み

るより大
おお

きく描
えが

かれていました。それも絵
え

の魅
み

力
りょく

だと思
おも

います。

　《東
とう

海
かい

道
どう

五
ご

十
じゅう

三
さん

次
つぎ

》は、遠
とお

くにいながらでも、町
まち

の様
よう

子
す

などを知
し

れる昔
むかし

の方
ほう

法
ほう

でした。昔
むかし

はインターネットや写
しゃ

真
しん

もないので、

こういった浮
うき

世
よ

絵
え

はとても便
べん

利
り

な情
じょう

報
ほう

だと思
おも

います。浮
うき

世
よ

絵
え

には、昔
むかし

の生
せい

活
かつ

の物
もの

語
がたり

が秘
ひ

められているのだと思
おも

います。作
さく

品
ひん

を見
み

ていると、東
とう

京
きょう

から京
きょう

都
と

まで旅
たび

をしているような気
き

分
ぶん

になりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（深澤　乃愛）

　歌
うた

川
がわ

広
ひろ

重
しげ

とは、昔
むかし

の浮
うき

世
よ

絵
え

師
し

である。江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の人
ひと

達
たち

のくらしや風
ふう

景
けい

を描
えが

いていた。本
ほん

名
みょう

は「安
あん

藤
どう

重
しげ

衛
え

門
もん

」という。「歌
うた

川
がわ

」というグループに

所
しょ

属
ぞく

し、「広
ひろ

」は先
せん

生
せい

の名
な

前
まえ

で、「重
しげ

」は自
じ

分
ぶん

の本
ほん

名
みょう

からとって、「歌
うた

川
がわ

広
ひろ

重
しげ

」という名
な

前
まえ

にしたそうだ。15 才
さい

のときに浮
うき

世
よ

絵
え

師
し

になる。だが、ヒッ

ト作
さく

がでなかった。

　それからしばらくたち、ヒット作
さく

がでる。それは《東
とう

海
かい

道
どう

五
ご

十
じゅう

三
さん

次
つぎ

》

という作
さく

品
ひん

。東
とう

京
きょう

から京
きょう

都
と

までの人
ひと

々
びと

のくらしや風
ふう

景
けい

を描
えが

いたもので、

旅
たび

をしない人
ひと

でも、そこはどんなところなのかを知
し

ることができた。

　保
ほ

永
えい

堂
どう

版
ばん

と丸
まる

清
せい

版
ばん

にはちがいがある。保
ほ

永
えい

堂
どう

版
ばん

は、37 才
さい

のときヒット

したもので、丸
まる

清
せい

版
ばん

は 50 代
だい

に描
えが

いたものである。　　　　　（綿貫　里咲）

なぜ、五
ご

十
じゅう

三
さん

なの？

歌
うた

川
がわ

広
ひろ

重
しげ

ってどんな人
ひと

？？？

ヒ

秘
ひ

められた「昔
むかし

の生
せい

活
かつ

の物
もの

語
がたり

」

特
別
展
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2018 年 5月 5日～ 9月 17日

2018 年 7月 14日～ 9月 24日

同
おな

じポーズをしてみると…　　
　中

なか

庭
にわ

に展
てん

示
じ

されていたプラモデルからつくられた作
さく

品
ひん

と

同
おな

じポーズをしてみました。少
すこ

しえらくなった気
き

がしまし

た。そのプラモデルに使
つか

われている部
ぶ

品
ひん

が戦
たたか

いでつかわれ

る武
ぶ

器
き

などがありました。少
すこ

しふしぎな作
さく

品
ひん

もありました。

（阿部多香子）（イラスト：阿部多香子）

（イラスト：阿部多香子）

安田葉《予
よ

告
こく

の種
たね

》
光
ひか

っているわた毛
げ

や、こけなどがガラスの入
い

れ

物
もの

に入
はい

っていたりして、その世
せ

界
かい

みたいに感
かん

じ

ました。きれいでした。

（阿部多香子）

プラモデル？
「Training Day（トレーニングデイ）」という展

てん

示
じ

をしていた。

それは、とても不
ふ

思
し

議
ぎ

だった。実
じつ

は、その人
にん

形
ぎょう

のような物
もの

は「プラモデル部
ぶ

品
ひん

から作
つく

られたプラモデル」だった。

（小川さくら）

大
おお

森
もり

記
き

詩
し

　「—Training　Day—」

安
やす

田
だ

葉
よう

「WIND　BIRDS」

中庭展示 Vol.11

特集展示


